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予習範囲
第05回の資料(http://java2010.cis.k.hosei.ac.jp/05/material-05/)を読み、予習問題に挑戦しなさい。資料を読む際には、下記のキーワードに注意すること。
	戻り値 return文 戻り値の型 論理値 論理否定


予習問題

キーワードの考察
以下は今回の資料のキーワードに関する問題である。プログラムを実際に書き、問題に答えよ。
1. 変数のスコープ

ある整数を返すメソッドに、整数を返すreturn文を2つ連続して書いた。このとき、次の問題に答えよ。

1. このメソッドはどのような動きをすると考えられるか、下記から選べ( FORMDROPDOWN 
)。

(a) 最初のreturn文に指定した値が返される

(b) 2つ目のreturn文に指定した値が返される

(c) エラーとなる

2. 上記のプログラムを実際に作成し、上記の選択が正しいことを日本語で説明せよ。

	     


2. 仮引数と実引数

ある整数を返すメソッドに、文字列"100"を返すreturn文を書いた、このとき、次の問題に答えよ。

1. このメソッドはエラーとなる。以下の中からあなたの意見に最も近いものを下記から選べ( FORMDROPDOWN 
)。

(a) 整数を返すべきメソッドが文字列を返そうとしており、これはプログラミング上のミスである。このミスを検出するためにエラーとなるのは妥当である

(b) 文字列が整数を表しているので、整数と解釈して「100」を返すほうがプログラミングは楽になってよい

(c) メソッドはどのような型の値でも返せたほうがプログラムの再利用をしやすくなる

2. 文字列で書かれた整数を、実際に整数に変換して返すにはどのようなプログラムを書けばよいか。日本語で説明せよ。

	     


例題の考察
以下は今回の資料の例題に関する問題である。指定する例題を書写し、それぞれの問題に答えよ。
1. return文
例題「Add」を書写し、次の問題に答えよ。
1. このプログラムの中で、戻り値の型を決めている箇所はどこか。その行番号を示せ

	     


2. このプログラムの中で、実際に戻り値を返す箇所はどこか、その行番号を示せ

	     


3. このプログラムでは整数の足し算のみを行っているが、これを実数の足し算を行えるようにしたい。メソッドaddを利用しつつそのようにプログラムを変更する(「+」演算子を使わない)場合、プログラムをどのように変更すればよいか。変更点を全て日本語で説明せよ。

	     


2. 複数のreturn文
例題「Absolute」を書写し、次の問題に答えよ。

1. このプログラムを実行して「-1.0」を入力した場合、プログラムの実行中に実際に利用されるreturn文はどこか、その行番号を示せ

	     


2. メソッドgetAbsoluteを使う人に説明するとしたらどのような説明が適当か。以下からもっとも妥当でないと考えるものを選択し、妥当でない理由を説明せよ。( FORMDROPDOWN 
)
(a) 絶対値を返す

(b) 引数に指定された値の絶対値を返す

(c) 引数に指定された値が0.0未満であればその符号を反転した値を返し、そうでなければ引数の値をそのまま返す

	妥当でない理由:      


3. このプログラムから「else {...}」の部分を削除し、その代わりに「return number;」と記述したとする。変更後のプログラムについて述べた説明のうち、それぞれ妥当であるかかっこの中から選択せよ。

(a) 変更後のgetAbsoluteメソッドは常に実引数の値を返す( FORMDROPDOWN 
)

(b) プログラムは変更前と変更後で同じ動きをする( FORMDROPDOWN 
)

(c) 変更後のgetAbsoluteメソッドは常に負の値を返す( FORMDROPDOWN 
)
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